
4 1

2025年
上 期 号

市町橋梁定期点検支援業務についてTOPIC 1.TOPIC 1.

●背　　景

●直営点検支援

●直営点検支援のメリット

市町橋梁定期点検支援業務の詳細内容については、下記連絡先までお問い合わせください!!
問い合わせ先：インフラメンテナンス課
TEL：0957-(54)-1604（直通）

防錆処理など
簡易的な予防措置
も行います！

①直営点検の負担軽減
②市町職員（若手・未経験者）の技術力向上
③点検結果の適正化・統一化
④予防保全の実施

　近年、財源不足の影響から、市町の道路管理者が自ら行う直営点検の増加が見受けられま
す。しかし、技術系職員が不足している状況のなか、限られた職員で行っていることから、
大きな負担となっています。

　本事業は、県内の民間企業が行う研究開発、新技術の広報及び県内の教育機関等が行う人材
育成に寄与する活動を支援するものです。令和４年度から始まり今年で４年目を迎えます。

　本研修は、長崎大学が行う重点維持管理橋梁のメンテナンス技術者育成を支援することを目
的に、令和7年度から県内コンサルタントの職員1名を研修生として受け入れ、実務を通じて
研修を行っています。

　今年度は４名の技術系の新入職員が入職しました。
３月に学校を卒業して、初めての社会人となり分か
らないことだらけだと思います。これから社会人と
しての自覚を強く持ちつつ、ナークの業務を通じて
様々な経験をして、将来のナークを担う人材に成長
することを楽しみにしています。

　私は民間企業からの研修生として、ナークのインフラメ
ンテナンス課に配属された竹尾です。企業では橋梁の耐震
補強設計を担当しており、現在は重点維持管理橋梁の点検
業務に取り組んでいます。現場での点検は新鮮で、設計と
は異なる視点を学ぶ貴重な経験です。経験の浅い分野では
ありましたが、上司や同僚の方々のご指導のもと、劣化の
進行や具体的な対策を学び、設計と維持管理の関係性を深
く理解できました。職場の雰囲気も良く、日々前向きに取
り組めています。この研修は、社会人ドクターへの進学を
見据えた貴重な機会であり、専門性の高い知識を習得する
とともに、技術士資格の取得と企業での実務に活かしてい
きたいと考えています。

　そのような状況を受け、当センターでは、令和6年度に直営点検の支援を行いました。こ
れは、道路管理者が行う直営点検に当センター職員が同行し、人的・技術的なバックアップ
を行うもので、道路管理者の負担軽減と点検の実地研修を兼ね備えた新たな取り組みです。

（公財）長崎県建設技術研究センター  
Nagasaki civil　Engineering　Research　Center

略称はナーク（NERC）です
〒856-0026
長崎県大村市池田二丁目1311番3
TEL：0957（54）1600　FAX：0957（54）1505
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TOPIC 6.TOPIC 6.

TOPIC 7.TOPIC 7.

ながさき建設産業助成事業について

橋梁メンテナンス技術者養成研修について

令和７年度新規入職者紹介

　令和６年度は応募があった中から６件をながさき建設産業助成事業として決定しました。
令和７年度は、本事業開始以降最大の１３件の申請を受理しております。

活動事例① ドローン測量講義 活用事例②　足場組立演習

重点維持管理橋梁点検の様子

料金後納

ゆうメール

橋梁点検の方法やポイントを現場で詳しく説明！

管 管 ナ管

多忙な道路管理者の代わりにナーク職員が同行！

管

管

ナ
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第４期中期事業計画の策定についてTOPIC 3.TOPIC 3.

令和７年度市町職員土木技術実務研修
経過報告TOPIC 4.TOPIC 4.

　当センターが５年間に取り組むべき内容を整理・検討し、「第4期中期事業計画（R7～R11）」
を策定しました。本計画の推進により、NERCがこれまで以上に本県建設行政・建設業界にと
って常に必要な組織、信頼される組織、価値ある組織であり続けることで長崎県民の公共の福
祉向上に寄与することを目指します。

　本年度は、西海市役所職員の相川翔太さんを受け入れ、建設技術課でOJT、OFF‐JTに取り
組んでいます。研修内容としては、土木工事の積算業務を主軸に、橋梁点検、県土木部階層別
研修、ナーク一般研修、現場研修と充実したメニューとなっております。

　私は４月より建設技術課技術第１班で日々の業務に取
り組んでいます。土木職員として知識が乏しい私でも上
司・先輩職員達が丁寧に優しく指導して下さるため、ナ
ークへ研修に来ることが出来て本当によかったと思います。
積算業務をメインにフルハーネス研修やドローン研修を
受講し貴重な体験をさせて頂いています。今後は橋梁点
検等も帯同出来るとの事ですので、これからの業務に活
かしていきたいです。派遣承諾をして頂いた西海市・受
け入れて下さったナークへ感謝の気持ちを忘れずに残り
の派遣生活での業務を一生懸命頑張りたいです。

市町建築行政支援について
～今年度から市町建築行政の支援を開始しました～TOPIC 2.TOPIC 2.

　県・市町・ナークの意見交換会等で、県内市町から建築分野における人手不足や技術力不足
等に悩む声を多くいただいていたことから、今年度より県内市町を対象とした公共建築整備支
援業務を開始いたしました。
　本業務は、行政経験豊富な建築技術者が、行政の目線で下記の6つの業務を行います。

＜ 概　念　図 ＞＜ 業　務　内　容 ＞
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従来からの課題

行政支援のための組織強化

事業の品質向上

新たな社会変化

インフラメンテ　　
ナンスの支援拡大

インフラDX　　
　 の推進

●研修生の感想 詳細については、下記連絡先まで問い合わせください！
問い合わせ先：総務研修課  研修班  TEL:0957-（54）-9630（直通）

積算業務のOJTの様子

① 技術相談 ② 技術相談（協議支援）

③ 設計報告書照査支援

⑤ 工事管理支援 ⑥ 工事検査支援

当センターの市町建築行政支援を是非ご活用ください‼
詳細は下記連絡先までお問い合わせください。
問い合わせ先：企画情報課  企画・技術支援班  TEL：0957-(54)-1649（直通）

④ 工事発注支援

・設計を行う上での設計条件、法規則、現場条件等
　整理（現地調査・確認）の支援
・設計業務委託の成果品について、仕様書との整合
　等の確認
・基本設計、実施設計における設計受託者との協議
　における助言（発注者側としての同席）

・現場条件を踏まえた適切な設計図書の作成支援
・調査結果・設計内容を踏まえた適切な工期設定
　における助言
・総合評価方式の評価における助言

　・工事現場の中間検査における臨場と助言
　・工事現場の完成検査における臨場と助言

・施工体制等の確認
・施工状況の確認、検査における臨場と助言
・工程管理における助言
・設計変更等における助言

・設計業務を発注するうえで必要となる設計与条
　件整理の支援
・概算工事費検討のための協議における助言

・基本構想、基本計画(全体事業工程計画の設定等)
　の助言
・基本計画に基づく事業費の算定(適切な予算の確
　保)の支援
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